
立つ鳥跡を濁さず 
今年度も残り一か月となり、子どもたちはそれ

ぞれ次の学年、次の進路へ向かう準備の時期を迎

えています。これまでの学校生活を振り返ると、

学習や行事、部活動など、さまざまな場面で努力

を重ね、心身ともに大きく成長してきた姿が見ら

れました。うまくいった経験だけでなく、失敗や

葛藤を乗り越えたことも、生徒たちの確かな力と

して積み重なっています。  

さて、「立つ鳥跡を濁さず」ということわざがあ

ります。このことわざは新しい場所へ向かう前に、

これまで過ごしてきた場所を大切にし、感謝の気

持ちを行動で示すことの大切さを表しています。

残された一か月は、自分達が過ごしてきた教室や

仲間との関わりを振り返りながら、学習のまとめ

や生活面の振り返りを行い、次のステージへとつ

なげる大切な期間です。 

 特に、進路が決まった三年生には、気持ちにゆ

とりが生まれる時期だからこそ、自分自身の行動

を改めて見つめ直し、後輩のよき手本となる姿を

期待しています。清掃や係活動への取組、日常の

生活態度など、日々の姿勢そのものが、下級生に

とって大切な学びとなります。三年間で身に付け

てきた力を、最後の一か月でしっかりと形にして

ほしいと願っています。 

この一か月を、単なる「終わりの時間」とする

のではなく、自分の成長を実感し、次のステージ

へつなげる時間としてほしいと考えています。一

人一人が充実した学校生活を送るとともに、「立つ

鳥跡を濁さず」の心をもって学校生活を締めくく

り、自信をもって新しい一歩を踏み出していくこ

とを期待しています。  

卒業を迎えるにあたって 
担当 松尾昌浩 

いよいよ卒業の日が近づいてきました。クラス

では卒業式までのカウントダウンが掲示され、だ

んだん実感がわいてきました。入学からの三年間、

仲間とともに笑い、悩み、励まし合いながら、多

くの経験を積み重ねてきました。行事や部活動、

日々の授業を通して培った努力や責任感は、皆さ

んの大きな財産です。時には思い通りにいかない

こともあったでしょう。しかし、その一つ一つを

乗り越えてきたからこそ、今の成長した姿があり

ます。 

 ３月１９日の卒業式は、これまで支えてくださ

った方々への感謝を胸に、新たな一歩を踏み出す

節目の日です。義務教育を終えるにふさわしい立

派な姿で卒業式を終えることを期待しています。  

 

社会科見学を終えて 
担当 入倉ゆうき 

２年生が２月５日に社会科見学（都内巡り）を

実施しました。12 月から調べ学習を開始し、班行

動計画を立てました。はじめは、見学地に行く電

車をどのように調べればよいか戸惑っていたり、

お昼ごはんの場所をどこにしようか悩んだりして

いましたが、自分達の力を合わせて計画を立てる

ことができました。  

当日は、電車の時間を意識して行動しながら、

見学地で様々な展示物をみて学ぶことができ、と

ても充実した一日を過ごせたようです。また、先

を見通して行動することの大切さを実感すること

ができ、来年の修学旅行につながる良い学びとな

りました。  
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